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「分析チャート・指標表示解説」

テクニカル指標を表示する時の様々な機能を解説していきます。

普通に指標を表示させるには、表示させたい指標を選択して、「表示」を押せばその指
標グラフが表示されます。

周期を変更する場合は、「周期」を押して、数値を変更します。

これ以外にもいくつか機能があります。

「重書き」、「目盛合わせ」、「ＣＳＶ」、「分布」といったものです。

「重書き」とは、既に表示してある指標を消去せずに、追加で指標を表示させる場合に
使います。

通常、同じ指標で周期を違えて表示する場合に使います。
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■手順 重書き

例．「１．相対力指数」を普通にそのまま表示させます。

次に、「重書き」にチェックを入れ、「周期」を
押して、数値を変更し、「ＯＫ」を押します。

相対力指数
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「周期」の画面 ２８と入力し、「ＯＫ」

２つの指標が表示されました。
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違う指標も表示出来ます。

このまま続けて、「９．順位相関係数」を表示させてみましょう。

３つの指標が表示されました。

元の表示に戻したい場合は、「重書き」のチェックを外して、指標を表示させるだけで
す。
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■目盛合わせ

例 「９．順位相関係数」を普通に表示させます。

「重書き」と「目盛合わせ」にチェックをし、
「１．相対力指数」を表示させます。

順位相関係数
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２つの指標が表示されました。

順位相関係数係数は、－１００～＋１００の間を動く指標です。

相対力指数は、０～＋１００の間を動く指標です。

「目盛り合わせ」にチェックを入れると、先に表示されているレンジ（今回は
順位相関係数の－１００～＋１００）に基づいて、次の指標が表示されます。

そのため、相対力指数は、指標表示エリアの上側にのみ表示される事となります。

順番を入れ替えるとこうなります。

先に「１．」相対力指数 」を表示させ、「重書き」と「目盛合わせ」にチェックをし、
次に「９．順位相関係数」を表示させます。

相対力指数

順位相関係数
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相対力指数は、０～＋１００の間を動く指標です。

まずこのレンジが元になります。

順位相関係数係数は、－１００～＋１００の間を動く指標です。

「目盛り合わせ」にチェックを入れると、先に表示されているレンジ（今回は
相対力指数の０～＋１００）に基づいて、次の指標が表示されます。

そのため、順位相関係数は「０」より上の時のみ表示される事となります。

０より下は表示出来ない（レンジが０～＋１００なので）ので切れた感じとなります。

相対力指数

順位相関係数
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■ＣＳＶ

表示した指標の数値をテキストファイルへ保存します。

例．ＣＳＶにチェックを入れ、「１．相対力指数」を表示させます。

指標が表示される裏で、自動的にテキストファイルが作成されます。

特に何もメッセージなどは表示されません。瞬時の出来事なので、特段、気にする必要
はありません。

どこに保存されるかというと、ＪＰ法ソフトのデータフォルダである
[C:\WinJPDta]

そしてファイル名は
[D9984-S001.csv]

これら保存先・ファイル名を変更する事は出来ません。固定です。

ファイル名の法則
[D W M] [コード番号] [指標番号]

例．週足 １００４日経平均 ２１番、株価弾性値
ファイル名 W1004-S021.csv となります。

自動では消えません。どんどん増えていきます。
ハードディスクの容量は今は、大きいですから放置していて構いません。
気になる向きは、手動でファイルを削除してください。
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作成されたファイルはＣＳＶファイルなので、EXCELから表示可能です。

指標の表示ですが、直前に表示した値が残っています。

相対力指数や順位相関係数は、１つの指標値なので上書きされますが、同時に２本表示
される指標は２つの数値が保存されます。「指標」、「指標１」です。

２つの指標が表示した後、続けて、１つ表示の指標を表示させると、クリアしていない
ので「指標１」にも先の数値が残ったままとなります。

直前の指標が何本表示されたのか、を覚えておいて下さい。

ほとんどの指標は１本表示なので「指標」の部分だけを見て、「指標１」、「指標２」・・
・・は無視してください。

※「４１．一目均衡表」は、「指標」から「指標４」まで数値が入ります。続けて
「１．相対力指数」を表示させると、「指標１」から「指標４」は、一目均衡表の数
値が残っていますので、無視してください。
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■分布

指標値１ポイント当たりの累計件数を表示します。

１．相対力指数の表示

グラフの長い部分が抵抗帯となる、と考える分析手法
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考え方は「４７．価格帯別出来高」と同じです。

株価を指標値に置き換えた分析手法です。

■価格帯出来高

一値当たりの出来高の累計を横グラフで表示する。
どこで投資家が一番売買をしているか。どこら辺にしこりがあるか。が一目で分かる。
過去において出来高が大量に出来ている株価は次にその株価まで下値から上がってきた
場合に売りものが多く出てきやすいものである。
その結果、新高値をつけにくく抵抗線となりやすいために、テクニカル分析上注意すべ
きポイントとされる。
ここで、株価が抵抗線を抜いて高値を更新した場合（いわゆる「関門を抜く」）は、売
りものが解消されたために、値動きが軽くなるとされる。

この上述の考え方を指標に当てはめたもの。

例えば、ある指標で数値が５０の近辺のグラフが長い。今、指標値は３０で上向きであ
る。このまま上に行った場合、５０で一旦抑えられるのではと考える。
一般的に指標は、上にいくほど株価も高くなりますので、株価が抑えられるとみます。

こうした考え方で指標の動きを捉えている投資家は、いないのではないでしょうか。

いないからこそ、そこに光明があるかもしれません。

一般的に知れ渡っていない分析手法ですから。
※価格帯出来高は、流布されています。指標に当てはめたというのがミソです。

４７．価格帯別出来高


